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第 1 章 はじめに                      

はじめに 

 

 

 

当マニュアルは，元々有償アプリケーションであるArcGIS 用に作成された内容でしたが，

ArcGIS に近い機能と操作性を備えたオープンソースの GIS ソフトである QGIS 版を求める

声が多く聞かれたため，QGIS 版も作成することに致しました． QGIS は Windows，macOS，

Linux などの複数のプラットフォームで利用することが可能ですが，当マニュアルでは

Windows 環境における使用例で説明します．使用バージョンは安定板（LTR）の 3.34.12-

Prizren ですが，別バージョンを使用する場合でも，できるだけエラーの発生を回避するた

めに，安定板（LTR）を選択してください．使用バージョンが異なる場合には，手順や表現

に違いが生じる可能性もありますので，適宜読み替えて下さい．  

また QGIS にインストールして使用するプロセシングツールは日本語フォントへの対応

が完全ではないため，作成したファイルを保存するディレクトリやワークディレクトリの

パス名に日本語フォントが入ると，正常にファイルを読み書きすることができずにエラー

する可能性があります．デフォルトのワークディレクトリは実行アカウントのホームディ

レクトリ以下に作成されるため，QGIS を実行するアカウント名は英数字のみのものを使用

するようご注意ください． 

当マニュアルでは QGIS を利用して行政界，標高，流向，流域界のラスタファイルおよび

主題図を作成する方法について詳細に説明します．QGIS の利用方法は利用者による多くの

Web サイトで確認することが可能です．当マニュアルは H08 を領域版で実行したいユーザ

を主たる読者として想定しています．しかしながら，QGIS を利用して様々なラスタデータ

を作成・編集したい方にも役立つ内容となっています．当マニュアルは，第 2 章から順に読

み進めると徐々に高度な内容になるように構成されているので，QGIS の初学者でも実施し

やすいでしょう．第 2 章では，QGIS と H08 とのファイル名の相違について説明します．第

3 章では，QGIS の基本的な操作方法について説明します． 

第 4 章から第 7 章は，各ラスタの作成方法を手順の概要と実行例との構成で説明します．

第 4 章では，県レベルの行政界ラスタの作成方法を説明します．全球版 H08 は国レベルの

行政界ラスタを利用していますが，領域版 H08 では県レベルの行政界ラスタが必要となり

ます．第 5 章では，海陸ラスタの作成方法を説明します．第 6 章では，標高ラスタの作成方

法を説明します．標高ラスタは，流向・流域界ラスタを作成するのに必要です．第 7 章で

は，流向・流域界ラスタの作成方法を説明します．第 8 章では，主題図の作成方法を説明し

ます．主題図の作成には，第 4 章から第 7 章までの知識を必要とします． 
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Appendix A では，当マニュアルで利用するファイルの取得方法を説明します．
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第 2 章 ArcGIS の基本用語とファイル名               

QGISの基本用語とファイル名 

 この章は当マニュアル内で使用する QGIS の基本用語について説明します．また，この章は

QGIS と H08におけるファイル名の相違についても説明します． 

 

 

2.1 基本用語 

 GIS の基本用語について説明します．QGIS は様々なデータ形式をサポートしていますが，

H08 では主にラスタデータとベクタデータ，およびカンマ区切りのテキストデータ（CSV）

を利用します． 

QGIS におけるラスタとは，格子状に並んだピクセル（正方形）によって表現されるデー

タであり，１ピクセルのサイズで解像度を表します1．ラスタファイルは位置情報をもった

画像ファイルととらえることが出来ます．QGIS では位置情報を持っていない画像ファイル

に位置情報を与えて表示する（ジオリファレンスという）ことが出来ます． 

ベクタデータは点，面，線といった形状データのことで，これらの形状を「ジオメトリ」

と呼び，マップ内の地物（フィーチャと呼ぶ）の表示に利用します．点，面，線はそれぞれ

ポイント，ポリライン，ポリゴンと呼び，ポリゴンは行政界や流域界など閉じられた面の表

現に，ポリラインは河道や道路など直線や曲線の表現に，ポイントは観測所などの地点デー

タに用いられます．QGIS では ArcGIS で扱う shp ファイルをベクタファイルとしてインポ

ートすることが可能です． 

QGIS はインポートしたデータを「レイヤ」と呼び，重ね合わせてマップに表示します． 

レイヤの管理はレイヤパネルで行い，レイヤの順は上が下より優先的に表示（下にあるレイ

ヤが上にあるレイヤにより上書きされる）されます． 

 

 

2.2 QGIS と H08におけるファイル名の相違 

 QGIS と H08 との間にあるファイル名とその形式の相違を表 2-1 に示します．  

 

  

 
1 ピクセルサイズが小さいほど細かな情報を表現することが出来ますが，その分ファイルサイズが大きくなります． 
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表 2-1 ファイル名と形式の相違 

 

QGIS において扱える ASCII ファイルはラスタ形式でデータが格納されており，ヘッダが

付いています（図 2-1）． 

 

 

 QGIS H08 

 名称 拡張子 形式，備考 名称 拡張子 形式，備考 

データ ASCII                                    .asc ラスタ形式  .xls(.txt) ラスタ形式 

   ヘッダ付   ヘッダなし 

 
     

htformatで出力オプ

ションを xls とする 

画像 
Raster 

.tif 

etc… 
GeoTFF形式  

.eps, .png 

etc… 
ベクタ形式 

 

  

CDALツールの

gdal2xyzでラスタ

から XYZ形式に

変換可 

  
Hformat2D（バイナリ）

から EPSに変換 

 

    

XYZ 形式のデー

タを取り込みシェ

ープ化した後にラ

スタへ変換可 

    
EPSから Hformat2D

には変換不可 

      GMT コマンドを利用 
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図 2-1 QGIS の gdal_translate で作成された ASCII ファイルの内容 

 

H08 で作成した ASCII2ファイルを QGIS で利用する場合は，6 つの引数名と値を書き加え

る必要があります．このとき，引数名と値はタブで区切ります． 

QGIS で作成した ASCII ファイルを H08 で利用する場合は，6 つの引数名と値を削除する

必要があります． 

QGIS ではラスタに形式変換（gdal_translate）で画像ファイルと ASCII ファイルとを相互

に変換可能です．一方，H08 では Hformat2D 形式バイナリファイルから EPS ファイルに変

換のみ可能であり，GMT コマンドを利用して経度や緯度，海岸線なども同時に描画してい

ます． 

 

  

 
2 htformat を出力オプション xls で使用して作成された ASCII ファイルのこと． 

ncols  60  ← x方向の分割数 

nrows  84  ← y方向の分割数 

xllcorner 97  ← 対象領域の経度の最小値 

yllcorner 20  ← 対象領域の緯度の最大値 

cellsize 0.08333 ← セルの大きさ 

NODATA_value -9999  ← 欠損値 

-9999 -9999 -9999 -9999 -9999 -9999 -9999 -9999 -9999 -9999 

-9999 1 1 1 1 1 -9999 -9999 -9999 -9999 

-9999 1 1 1 1 1 1 1 -9999 -9999 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

・  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

・  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

ヘッダ データ 
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第 3 章 基本操作                      

基本操作 

この章は QGIS の基本的な操作方法について説明します．この章を実施するためのサンプル

ファイルが用意されています．3.1 節では，ファイルのインポート方法を説明します．3.2 節では，

表示されるシンボルの色やサイズ，種類の編集方法を説明します．3.3 節では，ラスタから ASCII

への変換方法と ASCII からラスタへの変換方法を説明します．3.4 節では，ラスタの抽出方法を

説明します． QGIS で作成したラスタを H08 で利用するためには，3.3 節と 3.4 節の内容が必要

です． 

 

 

 Windows の「すべてのアプリ」から QGIS を選択して，起動してください．また，H08ウ

エブサイトのマニュアルページ内に教材をダウンロードできるリンクがありますので，サ

ンプルファイル「GISsample_20140301.zip」をダウンロードして解凍しておいて下さい． 

また，QGIS のデフォルトでは，プロセシングツールボックスが表示されていないので，「ビ

ュー」→「パネル」→「プロセシングツールボックス」をクリックし，表示設定を行うこと

を推奨します． 

 

 

3.1 ファイルのインポート 

初めに，新規プロジェクト作成方法について説明します. QGIS を起動後，プロジェクトの

欄から新規を選択します．（図 3-1） 

 

 

図 3-1 

 

ここから QGIS にファイルをインポートする 2 通りの方法を説明します． 
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1 つ目の方法は，画面上部の「データソースマネージャを開く」のアイコンをクリックし（図

3-2），「ラスタ」タブに切り替え，ソースパラメタでダウンロードした「sample」フォルダ内

の「sample3_ras2asc.tif」ファイルを追加します．（図 3-3） 

 

 

図 3-2 

 

 

図 3-3 

 

2 つ目の方法は，レイヤウインドウに「sample」フォルダ内の「sample3_ras2asc.tif」ファイ

ルをドラッグ＆ドロップします． 

両方法で，sample3_ras2asc.tif をインポートしてみましょう．図 3-4 のように表示されるはず

です． 
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図 3-4 

 

プロセシングツールボックスは，メニューバーの「プロセシング」から「ツールボックス」

を選択することで表示することが出来ます． 

 

 

3.2 シンボルの編集 

 シンボルの編集方法について説明します．画面左側下のレイヤパネルでシンボルを編集

したいレイヤを選択し，右クリックし，プロパティを選択し，ポップアップ表示されたシン

ボロジウィンドウを編集します．シンボルの編集は，対象ファイルがラスタか shp ファイル

かで異なります．対象ファイルがラスタでは一般にバンドレンダリング，shp ファイルの場

合はフィーチャの種類によってシンボルの編集が異なります．ラスタのバンドレンダリン

グのレンダリングタイプには, マルチバンドカラー, カテゴリ値パレット, 単バンドグレ

ー, 単バンド疑似カラー, 陰影図, 等高線の６通りがあります.  

 

3.1 節でインポートした sample3_ras2asc.tif レイヤはインデックス付けされたパレットを持

つ短バンドのカテゴリ値パレットで色付けされており，このパレットは行政界等の不連続

データをレンダリングするのに適しています．単バンド疑似カラーは気温や標高といった

連続データの着色に適しています．  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マップウィンドウ 

ブラウザパネル 

マップビュー 
ツールボックス 

 

レイヤパネル 
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3.1 節でインポートした sample3_ras2asc.tif レイヤのシンボルの色を編集してみましょう．

画面左側のレイヤパネルの中から sample3_ras2asc.tif レイヤを右クリックしてプロパティを

開きます．デフォルトでは，sample3_ras2asc.tif のレンダリングタイプはカテゴリ値パレッ

トになっています．sample3_ras2asc.tif は東経 97～102 度，北緯 13～20 度の領域におけるタ

イの県レベル行政界ラスタです． これを単バンドグレーで着色してみましょう．レンダリ

ングタイプを単バンドグレーに変更し，最小を 1 最大を 100 に設定し，適用ボタンをクリ

ックします．（図 3-5）． 

 

 

図 3-5 

 

するとデジタル地図は図 3-6 のようにグラデーションされたグレーで色付けされます. 
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図 3-6 

 

では画面上部の「データソースマネージャを開く」のアイコンをクリックし，「ベクタ」タ

ブに切り替え，sample フォルダの sample3_dam.shp をマップにインポートして，シンボロジ

を編集してみましょう．コンテンツウィンドウの sample3_ras2asc.tif のチェックを外すと図

3-7 のように表示されます．  
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図 3-7 

 

sample3_dam.shp を右クリックし，プロパティを選択してプロパティを開きましょう（3-8 図）．

マーカーシンボルを選択すると，そのマーカー記号に即したデフォルトのシンボル記号が

下のスペースに表示され，マーカーのスタイルを変更することができます． 
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図 3-8 

 

またシンボルツリーの下の階層のシンプルマーカーを選択し, シンボルレイヤ型を変更す

ることにより，下に表示されるギャラリーから形の選択や，各種の変更項目を操作して，マ

ーカーの形や色，サイズを変更することができます．例えばシンプルマーカーのギャラリー

の中から星形を選択し，サイズを 2 倍に変更してみましょう．シンボロジタブで第 2 層の

シンプルマーカーを選択し，下に表示されたマーカーギャラリー内から星形を選び，塗りつ

ぶし色でオレンジ色を選択して，大きさに 4.0 ミリメートルを入力し適応ボタンをクリック

します（図 3-9）． 
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図 3-9 

 

マーカーのシンボルが図 3-10 のように変更されます． 
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図 3-10 

 

次にマーカーにラベルを付けてみましょう．レイヤパネルの sample3_dam.shp を右クリッ

クして「属性テーブルを開く」を選択します（図 3-11）．すると sample3_dam.shp にはダ

ムの位置情報のほかに名前情報（NAME）も含まれていることがわかるので，ダム名をラベ

ル表示してみましょう． 

 

 

図 3-11 
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sample3_dam.shp の「プロパティ」ウィンドウで「ラベル」メニューを選択します．（図 3-

12） 

  

 

図 3-12 

 

「なし」が選択された選択メニューを「単一定義」に変更し，ラベルの設定項目を表示させ

ます．「値(Value)」項目でラベルに表示させるフィールド「NAME」を選択します（図 3-

13）．  
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図 3-13 

 

ラベルのフォントやスタイル，サイズや色等を好みに合わせて適宜変更し，適用ボタンを

クリックしてビューを更新します（図 3-14）． 
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図 3-14 

 

 

3.3 ファイルの変換 

 ラスタから ASCII，ASCII からラスタへのファイル変換方法について説明します． 

まず，ラスタから ASCII へのファイル変換方法を説明します． 

QGIS でラスタデータを ASCII データに変換するには，GDAL ツールを用います． 

QGIS 3x では，GDAL ツールはプロセッシングツールボックスにあります．QGIS 2x 以下

で GDAL ツールがプロセッシングツールボックスに無い場合には，メニュー＞プラグイン

＞「プラグインの管理とインストール」でプラグインマネージャーを開き，GDALTools にチ

ェックを入れて更新し，プラグインを有効化してください． 

レイヤウインドウにラスタデータ sample3_ras2asc.tif をインポートします．（「sample」フ

ォルダ内の「sample3_Ras2asc.tif」ファイルをドラッグ＆ドロップ） すでにインポートされ

ている場合はコンテンツウィンドウで sample3_Ras2asc.tif レイヤ以外のチェックを外して

下さい． 

次に「プロセッシングツールボックス」＞「GDAL」＞「ラスタ変換」＞「形式変換

（gdal_translate）」で変換ツールを起動しましょう．（図 3-15） 
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図 3-15 

 

出力ファイルに任意のフォルダとファイル名を指定し，実行ボタンをクリックしてログに

エラーが出なければ変換成功です． （図 3-16） 

 

図 3-16 
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作成したファイルをテキストエディタで開いてみましょう．（図 3-17） 

 

 

図 3-17 

 

レイヤパネルを見ると，作成した ASCII ファイルが元のラスタファイルの上に作成されて

います．出力された ASCII ファイルは，図 2-1 の形式でヘッダ情報とデータを含み，ラスタ

データとして QGIS にインポートすることができます（図 3-18）. 
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図 3-18 

 

また QGIS では，ラスタを CSV 形式のファイルに出力するツールが GDAL ツールにありま

す．CSV 形式のファイルは，データソースマネージャの「CSV テキスト」タブを使って QGIS

にインポート可能です．これは第 6 章で説明します． 

 

 

3.4 ラスタの抽出 

 ラスタを任意の領域で抽出する 2 通りの方法を説明します．準備として 3.3 で使用したラ

スタデータ：sample3_ras2asc.tif をキャンバスにドラッグして表示しておきます． 

1 つ目の方法は，画面上部の「ラスタ」＞「抽出」＞「マスクレイヤで切り抜く」ツールを

利用して，マスク範囲のラスタを抽出します． 

2 つ目の方法は，画面上部の「ラスタ」＞「抽出」＞「範囲を指定して切り抜く」ツールを

利用して，指定範囲のラスタを抽出します． 

 

以下に，両方法の詳細を説明します． 

 

(a) 方法 1：マスクレイヤで抽出 
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  まずマスクレイヤを作成します．マスクレイヤはどのような形をしていても問題あり

ませんが，ここでは四角のマスクレイヤを作成しましょう． 

①「プロセシングツールボックス」>「ラスタ作成」>「定数ラスタを作成」で表示された

ウィンドウの「作成範囲」で「キャンバスに描画」を選択してください．（図 3-19） 

 

 

図 3-19 

 

②キャンバスに＋アイコンが表示されるので，マスク領域の左上端点をマウスの左ボタン

クリック＋領域の右下端点までドラッグしてマウスボタンを離し，マスク領域を指定しま

す．（図 3-20） 
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図 3-20 

 

③指定した領域の端点の範囲が「作成範囲」に自動で入力されるので，その他の項目はデフ

ォルトのまま3ウィンドウの下にある「実行ボタン」をクリックすると，一時ファイル「定

数ラスタ出力」がレイヤに作成されます．（図 3-21） 

 
3 出力する定数ラスタは，任意のファイル名や場所を指定することができますが，ここでは一時的に使用するのみなの

で一時ファイルを選択します．またこの例では定数値やピクセルサイズも使用しないのでデフォルト値を用います． 
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図 3-21 

 

④「定数ラスタ出力」ファイルをベクタ化します． 

レイヤで「定数ラスタ出力」を選択しておき，ツールバーで「ラスタ」＞「変換」＞ 

「ラスタをベクタ化」を選択します．（図 3-22） 

入力レイヤで③で作成した定数ラスタ出力が選択されていることを確認しましょう．作成

するベクタファイルは一時ファイルのままで問題ありません．実行ボタンをクリックして

ベクタファイルに変換してください．（図 3-23） 

 

 

図 3-22 
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図 3-23 

 

ビューパネルにベクタ化されたマスクレイヤが表示されます．（図 3-24） 

 



第 3 章 基本操作 

 

 

26 

 

図 3-24 

 

作成したマスクレイヤを使ってラスタデータ：sample3_ras2asc.tif から一部の領域を抽出

します． 

 

⑤ 「ラスタ」＞「抽出」＞「マスクレイヤで切り抜く」を選択します．「ラスタ抽出-マスク

レイヤで切り抜く」ウィンドウのマスクレイヤに最初から「ベクタ化」したレイヤ名が入っ

ているので，出力ファイルを適宜指定して（この例では mask1_cut.tif）実行ボタンをクリッ

クします．（図 3-25） 
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図 3-25 

 

元のラスタとマスクレイヤが重なった領域で抽出されたラスタレイヤが作成されます．（図

3-26） 
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図 3-26 
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(b) 方法 2：範囲を指定して切り抜く  

① 「ラスタ」＞「抽出」＞「範囲を指定して切り抜く」を選択してください．ポップアッ

プ表示されたウィンドウの入力レイヤで sample フォルダのラスタファイル：

sample3_Ras2arc.tif を選択します． 

② 「切り抜く範囲」は，「キャンパスに描画する」を選択します．（図 3-27）マップビュー

に十字カーソルが表示されるので，左マウスで抽出したい四角領域の左上をクリックし，そ

のまま右下の点までドラッグして離すと（図 3-28），切り取る領域の範囲が「切り抜く範囲」

に入力されます．（図 3-29） 

 

 

図 3-27 
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図 3-28 

 

図 3-29 
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③ 「出力ファイル」＞「ファイルに保存」をクリックし，任意の名前を付けます． 

④ 実行ボタンをクリックすると，切り取られたラスタがマップビューに表示されます．（図

3-30） 

 

 

図 3-30 

 

 

3.5 表示エリアの編集 

 ここではマップビューで作画したデータや地図に，凡例や方位記号，縮尺を追加して PDF

等印刷用レイアウトを作成する方法を紹介します． 

 まずレイアウト作成用のデータを作成します． 

① マップビューに sample3_Ras2arc.tif をドラッグして表示します． 

② ①のみでも問題ありませんが，背景地図として利用・編集・配布が自由な OpenStreetMap

を追加しましょう．ブラウザパネルの XYZ Tiles にある OpenStreetMap を，マップビュ

ーにドラッグ表示します．XYZ Tiles に OpenStreetMap が無い場合は以下の手順でイン

ストール可能です． 

(ア) メニューバーから「プラグイン」＞「プラグインの管理とインストール」を選択 

(イ) 「プラグイン」管理画面の検索で「QuickOSM」を検索し，説明ページの下の「イ

ンストール」ボタンをクリック 

③ ①の上に②が重なって表示されない時は，レイヤパネルで，②をクリックしたまま①の
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下にドラッグしてレイヤの順を逆転させます．（図 3-31） 

 

 

 図 3-31 

 

④ プロジェクトの座標参照系（CRS）を地理座標系の EPSG :4326 に設定します． 

プロジェクト＞プロパティ＞プロジェクトの座標参照系（CRS）で「WGS84 - EPSG:4326」

を選択して，「適用」後「OK」ボタンをクリックします．（図 3-32） 

 

 

   図 3-32 



第 3 章 基本操作 

 

 

33 

⑤ プロジェクト＞新規印刷レイアウト をクリック．タイトルの名前を任意でつけ OK ボ

タンをクリックすると印刷用レイアウトウィンドウが表示されます．（図 3-33） 

 

 

 

 図 3-33 

 

⑥ 「印刷レイアウト」の左にあるツールボックスで「地図を追加」ボタン（図 3-34）をク

リックし，地図のレイアウト画面上でドラッグして大きさを指定して，マウスから指を

離すと，マップビューに表示されているビューがレイアウト画面に表示されます．（図

3-35）  

 

 

図 3-34 
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図 3-35(1) 

 

 

図 3-35(2) 

 

⑦ アイテムプロパティで，縮尺を自由に変えることができます．（図 3-36, 図 3-37） 

 



第 3 章 基本操作 

 

 

35 

 

図 3-36 

 

 

図 3-37 

 

レイアウト内の地図を移動したい時には，ツールボックスの「アイテムのコンテンツを移動」

を選択してから（図 3-38）地図を左マウスでクリックしたままドラッグ操作します． 

 

図 3-38 

 

レイアウトサイズの初期設定は A4 の横向きですが，レイアウト枠内で右マウスをクリック

し，「ページのプロパティ」＞「アイテムプロパティ」タブの「ページ」からサイズを変更

することができます．（図 3-39） 
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図 3-39 

 

⑧ レイアウトに方位記号を表示させる手順を示します．印刷レイアウトの左ツールボック

スから方位記号アイコンを選択し（図 3-40），レイアウト内で方位を設置する箇所で左

マウスをクリック＆ドラッグして四角枠を設定してマウスを離すと方位記号が表示さ

れます．方位記号のサイズや形，色は，「印刷レイアウト」右パネル内の「アイテム」タ

グで「方位記号」を選択すれば，「アイテムプロパティ」内で変更可能です． 

 

図 3-40 

 

⑨ レイアウトにスケールバーを表示させる手順を示します．印刷レイアウトの左ツールボ

ックスからスケールバーアイコンを選択し（図 3-41），レイアウト内で縮尺を置く箇所

で左マウスをクリック＆ドラッグして四角枠を設定してマウスを離すとスケールバー

が表示されます．スケールバーの単位やラベルのフォント，単位幅のセグメント数等は，

「印刷レイアウト」右パネル内の「アイテム」タグで「スケールバー」を選択すれば，

「アイテムプロパティ」内で変更可能です． 

 

図 3-41 

 

⑩ レイアウトに凡例を表示させる手順を示します．印刷レイアウトの左ツールボックスか

ら凡例アイコンを選択し（図 3-42），レイアウト内で縮尺を置く箇所で左マウスをクリ

ック＆ドラッグして四角枠を設定してマウスを離すと凡例が表示されます． 



第 3 章 基本操作 

 

 

37 

 

図 3-42 

 

凡例の編集は右パネル内の「アイテム」タグで「Legend」を選択し，「アイテムプロパテ

ィ」タグで行います．凡例の対象となるデフォルトコンテンツはレイアウトに表示され

たラスタやベクトルコンポーネントの全てなので，「アイテムプロパティ」タグの「凡

例アイテム」で「自動更新」のチェックを外し（図 3-43），凡例対象外のコンテンツを

選択して「－」アイコンで削除します． 

 

図 3-43 

凡例のタイトルは，アイテムプロパティのメインプロパティで設定します．（図 3-44） 

 

図 3-44 

 

非表示にしたい文字は右クリックで選択して「非表示」をチェックします．（図 3-45） 

 

図 3-45 
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配置したコンテンツの位置の微妙な調整は，対象コンテンツを選択してから矢印キーで

操作します． 

 

「アイテムプロパティ」の「メインプロパティ」項で凡例のタイトルを編集し，凡例数

が多い場合には「カラム」項で凡例の列数を増やしましょう．（図 3-46） 

 

図 3-46 

 

全て反映させるとレイアウトのマップは図 3-47 のようになります． 

 

図 3-47 

 

 

3.6 グリッド線の挿入 

グリッド線の挿入方法について説明します． 

マップビューにグリッド線を表示するには，トップメニューのビュー＞地図整飾＞グリッ

ドを選択し，「グリッドプロパティ」の「グリッドを有効にする」と「注釈の描画」をチェ

ックして「適用」ボタンをクリックします．（図 3-48） 
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図 3-48 

 

しかし，この方法ではレイアウトにグリッド線は表示されません．レイアウトにグリッド線

を表示させるためには，レイアウトのアイテムプロパティでグリッド線を有効にします．グ

リッドのパラメータ設定例は以下のようになります． 

 

① 「印刷レイアウト」の「アイテム」タグで「地図１」を選択 

② 「アイテムプロパティ」の「グリッド」項目で「＋」ボタンをクリック 

③ ワークスペースの「グリッド１」を選択して「グリッドの修正」をクリックして MapGrid

のプロパティページを表示させる 

④ MapGrid のプロパティページの「グリッドを有効にする」にチェックを入れ，外観の間

隔要素を X:1.0，Y:1.0 を入力 

⑤ フレームスタイルを白黒縞（海里）にする 

⑥ さらに「座標を描画」にチェックを入れ，フォーマットを数値，左と上を「すべて表示」

にして右と下を「無効」に，フォントサイズを 20 にして，座標精度を 0 に修正し，

「MapGrid のプロパティ」横の三角マークをクリックしてページを閉じる 

 

すべて反映させると，図 3-49 のようになります． 
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図 3-49 

 

 

3.7 イメージファイルとして保存 

 「印刷レイアウト」のビューを画像や PDF としてエクスポートすることができます． 

「印刷レイアウト」トップメニューの「レイアウト」＞「画像としてエクスポート」（図 3-

51），または「PDF としてエクスポート」を選択し（図 3-52），保存フォルダとファイル名を

入力して作成します．下記のようなメッセージ（図 3-50）が表示されますが，ここでは無視

しても問題ありません． 

 

 

図 3-50 
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図 3-51 

 

 

図 3-52 
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エクスポートできるファイルタイプは，PNG，BMP，JPEG，TIFF，WEBP 等，多数選択で

きます．（図 3-53） 

 

 

図 3-53 
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第 4 章 行政界ラスタの作成                      

行政界ラスタの作成 

第 4 章では，県レベルの行政界ラスタの作成方法を説明します．全球版 H08 は国レベルの行

政界ラスタを利用していますが，領域版 H08 では県レベルの行政界ラスタが必要となります．こ

の章を実施すると shp ファイルからラスタを作成できるようになります．また，複数の shp ファイル

を 1 つに統合できるようになります． 

 

 

4.1 手順の概要 

QGIS を用いた行政界ラスタの作成の手順の概要を以下に示します． 

 

1. GADM database of Global Administrative Areas から行政界 shp ファイルを入手 

2. shp ファイルを QGIS にインポート 

3. ポリゴンの統合 

4. ポリゴンをラスタに変換 

5. ラスタを任意の領域で抽出 

 

 

4.2 実行例 

タイのチャオプラヤ川流域周辺（経度：97~102, 緯度：13~20）を対象として，空間解像

度 5 分の行政界ラスタを作成しましょう． 

 

1. GADM database of Global Administrative Areas から行政界 shp ファイルの入手 

GADM database of Global Administrative Areas の HP にアクセスし，行政界 shp ファイルを

入手して下さい4．この実行例では，タイのチャオプラヤ川流域周辺（経度：97~102, 緯度：

13~20）を対象としているので，タイ，ミャンマー，ラオスの行政界 shp ファイルを入手し

て下さい．ダウンロードされたそれらのファイルは Zip ファイルなので，任意の場所に解凍

して下さい． 

 

 

2. shp ファイルを QGIS でインポート 

QGIS で行政界 shp ファイルをインポートします．QGIS を起動して，1.で解凍したディレ

 
4 当マニュアル Appendix A を参照 
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クトリから直接 shp ファイルをマップビューにドラッグしても良いですし，「データソース

マネージャを開く」＞「ベクタ」＞「ソース」から shp ファイルを選択してインポートして

も構いません．インポート対象の shp ファイルですが，先ほどダウンロードしたタイ，ラオ

ス，ミャンマーの行政界ファイルのうち，タイは gadm41_THA_1.shp（県レベル）を，ラオ

スとミャンマーは gadm41_LAO_0.shp，gadm41_MMR_0.shp（国レベル）をそれぞれインポ

ートして下さい（図 4-1）. 

 

 

図 4-1 

 

 

3. ポリゴンの統合 

2．でインポートしたタイ，ラオス，ミャンマーの行政界ポリゴンを統合してみましょう． 

トップメニューから「ベクタ」＞「データ管理ツール」＞「ベクタレイヤをマージ」を選

択してください． 表示された「ベクタレイヤをマージ」ウィンドウの入力レイヤ枠の右側

の  をクリックし，入力レイヤで先ほどインポートしたタイ，ラオス，ミャンマーの行

政界 shp ファイルを全て選択して OK ボタンをクリックします．「ベクタレイヤをマージ」

ウィンドウに戻るので，実行ボタンをクリックしてマージします．（図 4-2）. 
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図 4-2 

 

 

4. ポリゴンをラスタに変換 

統合したポリゴンをラスタデータに変換しましょう． 

トップメニューから「ラスタ」＞「変換」＞「ベクタをラスタ化」を選択してください． 

表示された「ベクタ変換」ウィンドウの入力レイヤには，先ほど統合したポリゴン名（この

例では「出力レイヤ」）を与えます．（図 4-3）出力ファイルには，任意の場所，ファイル名

を与えます．固定値を 1，出力ラスタサイズを地理単位，水平校の解像度・鉛直方向の解像

度を元の入力データのセルサイズと同じ 0.083333，出力領域を「レイヤから計算」＞{入力

レイヤと同じレイヤ名}を選択します．また nodata 値は未設定としておきましょう．水平方

向，鉛直方向の値を小さくすると，より細かい解像度のラスタに変換されます．  

 

図 4-3 
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図 4-3 

 

統合したポリゴン（この例では「出力レイヤ」）が持つ属性は，変換時に指定した固定値

（この場合は１）のみなので，マップビューに表示された統合ポリゴンは単色（ここでは黒）

で描画されます（図 4-4）． 

もしラスタに県レベルの情報を入れたい場合には，少し工夫が必要です．統合したベクタ

レイヤの属性テーブルを開くと県レベルの情報は文字列データであることがわかりますが，

ベクタをラスタ化する時にデータに焼きこむことのできる属性は現バージョンにおいて数

値属性のみであるため，以下の手順で県レベルの文字列情報から数値情報を抽出した属性

フィールドを作成してからラスタ変換します． 

 

① まず「出力レイヤ」を右クリックして「属性テーブル」を開き（図 4-5），県レベルの情

報（GID_1）が設定されていないポリゴン（国レベルのデータ：GID_0 が LAO, MMR）

に値を設定します．THA に倣って県レベル（_1）情報が 0，すなわち LAO.0_1，MMR.0_1

と設定しましょう． 
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図 4-5 

 

属性テーブルの左上のペンアイコンをクリックして編集モードに切り替えます．

GID_0 フィールドの値が LAO と MMR の GID_1 フィールドの枠をクリックして，そ

れぞれ LAO.1_1，MMR.0_1 と入力します．（図 4-6） 

 

図 4-6 

 

② 次に属性テーブルの上部に並ぶアイコンから「フィールド計算機を開く」を選択し，ク

リックします．（図 4-7） 

 

図 4-7 
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開いた「フィールド計算機」で，以下のように設定して replace 関数を用いて，GID_1

から国情報と県情報を数値化した値を抽出して，新たな整数値フィールドを作成します．

（図 4-8） 

・新規フィールドを作成にチェック 

・出力する属性（フィールド）の名前：VGID_1 

・フィールド型：整数値 

・フィールド長：10 

・式：replace(  replace(  "GID_1" , array( 'THA.','LAO.','MMR.'), array( '','','') ),'_1','') 

 

 

図 4-8 

 

作成された VGID_1 はフィールド列の最後に表示されるので，前の列に移動しまし

ょう．属性テーブルの上部アイコンから「列の整理」をクリックします．（図 4-9） 

 

 

図 4-9 

 

VGID_1 を選択して，そのままドラッグして GID_1 の下に移動させます．（図 4-10） 
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図 4-10 

 

属性テーブルで VGID_1 列が GID_1 列の右に移動していることを確認しましょう．（図

4-11） 

 

 

図 4-11 

 

属性テーブルの編集内容を保存してから右上のｘをクリックして属性テーブルを閉じ

ます．（図 4-12） 

 

 

図 4-12 
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③ 先ほど属性フィールドを追加した統合ポリゴン（ここでは「出力レイヤ」）に対し「ベク

タをラスタ化」を施します．レイヤパネルで統合ポリゴン（ここでは「出力レイヤ」）を

選択し，トップメニューの「ラスタ」＞「変換」＞「ベクタをラスタ化」を選択します． 

今回開いた「ベクタをラスタ化」ウィンドウでは，「焼きこむ値の属性（フィールド）」

の項目が選択できるようになっていますので，先ほど新規追加した「VGID_1」を選択

します．固定値ですが，VGID_1 は 0～77 の整数値が割り振られていますので，固定値

にはそれ以外（今回は‐1）を設定しましょう．それ以外は先に実施したラスタ化の時

の設定と同じで良いでしょう．（図 4-13） 

 

 

図 4-13 

 

実行ボタンをクリックすると，マップに県レベルの情報をもったラスタが出力されます（図

4-14）．県レベルの情報を持たないラスタ図（図 4-4）との違いを比較しましょう． 
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図 4-14 

 

作成したラスタが保持する情報は，ラスタのプロパティから確認することができます． 

レイヤパネルで作成したラスタ（ここでは「出力ファイル」）を右クリックし，プロパティ

を選択します．「情報」タブ＞「プロバイダからの情報」のバンド１の情報から，ラスタの

セルは 0～77 の値を持ち，データが未設定なセルには nodata 値：9.96921e+36 が与えられ

ているということがわかります．（図 4-15）ラスタ変換時に nodata 値を未設定としたため，

システムのデフォルト値が設定され，表示時にはこの値をデータなしとして透明度 100％で

描画しています． 
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図 4-15 

 

 

5. ラスタを任意の領域で抽出 

ラスタを任意の領域で抽出しましょう．当マニュアル 3.4 節を参考にして下さい．まず，

トップメニューの「ラスタ」＞「抽出」＞「範囲を指定して切り抜く」を選択します．（図

4-16） 

 

図 4-16 

 

「切り抜く範囲」は，入力枠右の▼マークをクリックして，プルダウンメニューの「キャン

バスに描画」を選択します．（図 4-17） 
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図 4-17 

 

ビューパネル上でマウスで適当に四角い領域を描画選択すると（図 4-18），「切り抜く範

囲」の入力枠に選択範囲の値が自動入力されますので, この値をチャオプラヤ川流域周辺の

範囲（経度：97~102, 緯度：13~20）に修正します．（図 4-19） 

 

 

図 4-18 
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図 4-19 

 

実行ボタンをクリックすることにより，図 4-20 のように表示されます． 
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図 4-20 

 

以上により，タイのチャオプラヤ川流域周辺（経度：97~102, 緯度：13~20，空間解像度 5 分）

の行政界ラスタが作成されました． 

 

このラスタを H08 で利用する場合は，当マニュアル 3.3 節を参考にしてラスタから ASCII

に変換して下さい．  
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第 5 章 海陸ラスタの作成                      

海陸ラスタの作成 

第 5 章では，海陸ラスタの作成方法を説明します．この章を実施するとラスタの値の置換がで

きるようになります． 

 

 

5.1 手順の概要 

QGIS を用いた海陸ラスタの作成の手順の概要を以下に示します．基本的な操作は，当マ

ニュアル第 4 章の行政界ラスタの作成と同様です． 

 

1. GADM database of Global Administrative Areas から行政界 shp ファイルを入手 

2. shp ファイルを QGIS でインポート 

3. ポリゴンの統合 

4. ポリゴンをラスタに変換 

5. ラスタを任意の領域で抽出 

6. ラスタの値を置換 

 

 

5.2 実行例 

タイのチャオプラヤ川流域周辺（経度：97~102, 緯度：13~20）を対象として，空間解像

度 5 分の海陸ラスタを作成しましょう． 

 

1. GADM database of Global Administrative Areas から行政界 shp ファイルの入手 

GADM database of Global Administrative Areas の HP にアクセスし，タイ，ミャンマー，ラ

オスの行政界 shp ファイルを取得して下さい5． 

 

2. shp ファイルを QGIS でインポート 

QGIS で行政界 shp ファイルをインポートします．先ほどダウンロードしたタイ，ラオス，

ミャンマーの行政界ファイルを選択してインポートして下さい．この章では海陸ラスタの

作成なので県レベルの情報は使いません．したがってそれぞれ国レベルの

gadm41_THA_0.shp，gadm41_LAO_0.shp，gadm41_MMR_0.shp をインポートしましょう（図

5-1）. 

 
5 当マニュアル Appendix A を参照 
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図 5-1 

 

 

3. ポリゴンの統合 

タイ，ラオス，ミャンマーの行政界ポリゴンを統合しましょう. 

トップメニューから「ベクタ」＞「データ管理ツール」＞「ベクタレイヤをマージ」を選

択してください． 表示された「ベクタレイヤをマージ」ウィンドウの入力レイヤの右側の 

をクリックし，入力レイヤで先ほどインポートしたタイ，ラオス，ミャンマーの行

政界 shp ファイル（gadm41_NAME_0.shp）全てにチェックをして OK ボタンをクリックしま

す（図 5-2）．「ベクタレイヤをマージ」ウィンドウに戻るので，実行ボタンをクリックして

マージします．（図 5-3） 
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図 5-2 

 

 

図 5-3 
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4. ポリゴンをラスタに変換 

ポリゴンをラスタに変換しましょう．「ラスタ」→「変換」→「ベクタをラスタ化」 を選

択して下さい．入力レイヤには，先ほど統合したポリゴンを与えます．固定値は 1.0 とし，

出力ラスタライズの単位は「地理単位」を，解像度は水平・鉛直共に空間解像度 5 分（0.083333）

を与えます．出力領域は入力レイヤで指定したレイヤ名（ここでは「出力レイヤ」）を選択

すると，その範囲が入力されます．nodata 値は未設定としましょう．ベクタデータから焼き

こむ属性データがあった場合，その Null 値にはここで指定する nodata 値が入りますが，こ

こではラスタデータに焼きこむ数値フィールドがないので，ポリゴン以外の範囲に nodata

値が設定されます．すなわち，統一されたポリゴン内のセルには固定値１が，ポリゴンの外

側のセルにはシステムが設定する Null に対応した値が設定されたラスタが作成されます．

出力ファイルには，任意の場所とファイル名を与えます．（図 5-4）. 

なお 4 章でも触れましたが，もしベクタでの属性テーブルでラスタに反映させたい分類

があれば，事前にフィールドの値を数値に変換しておく必要があります． 

 

 

図 5-4 

 

統合したポリゴンからラスタが作成されました．（図 5-5） 
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図 5-5 

 

 

5. ラスタを任意の領域で抽出 

4．で作成したラスタからチャオプラヤ川流域周辺を抽出しましょう．抽出手順は 4.2 節

の 5 を参考にして下さい（図 5-6）．図 5-7 のようなラスタが抽出されましたか． 

 

 

図 5-6 
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図 5-7 

 

 

6. ラスタの値を置換 

5．で抽出したチャオプラヤ川周辺のラスタの黒く配色されたセルには固定値１が設定さ

れていますが，それ以外のセルの値は Null（実際には非常に大きな値が入っているがアプ

リ側で nodata値として処理）となっています．このラスタに透明度 70％の OpenStreetMap

を重ねて表示すると，ラスタレイヤの黒色セルが陸域でそれ以外の nodata セルが海域とな

っていることが分かります．（図 5-8） 

 

図 5-8 
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QGIS ではラスタのセルの値を変更する方法としてラスタ計算機を利用します．ここでは

ラスタ計算機を使用して，チャオプラヤ川周辺のラスタの値を 1 から 0 に変更してみまし

ょう．ラスタ計算機ではレイヤパネルのレイヤ名を使うので，同じ名前のレイヤは区別でき

るように，事前に名前を変更しておきましょう．ここでは 5．で作成した抽出ラスタの「出

力ファイル」を右クリックして「レイヤの名前を変更」を選択し，「出力ファイル_clip」と

変更しておきましょう．  

・トップメニューの「ラスタ」＞「ラスタ計算機」を選択し 

・「ラスタ計算機」のラスタレイヤ枠で①「出力レイヤ」にファイル名を入力，②バン

ド枠の「出力ファイル_clip@1」を選択してから空間範囲枠の「選択レイヤの領域を使用」

ボタンをクリック，③式枠に「( "出力ファイル_clip@1" = 1 ) * 0」を入力して，OK ボタ

ンをクリックしてください．（図 5-9） 

 

 

図 5-9 

 

レイヤパネルの凡例から，ラスクの値が 1 から 0 に変更したことが分かります．（図 5-10） 
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図 5-10 

 

以上により，タイのチャオプラヤ川周辺の陸域が値 0,海域が nodata 値である海陸ラスタ

「land_clip_0」が作成できました． 

 

このラスタを ASCII ファイルに直して保存する場合は，当マニュアル 3.3 節を参考にして

下さい． 
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標高ラスタの作成 

第 6 章では，標高ラスタの作成方法を説明します．標高ラスタは，流向・流域界ラスタを作成す

るのに必要です．この章を実施すると経度・緯度・データの 3 列形式でデータが格納されたファイ

ルを QGIS でインポートできるようになります．また，ラスタの空間解像度を粗くする方法も身につ

きます． 

 

 

6.1 手順の概要 

QGIS を用いた標高ラスタの作成の手順の概要を以下に示します． 

 

1. テキスト形式の標高ファイルを入手 

2. ヘッダを追記 

3. QGIS でインポート 

4. ラスタに変換 

5. 空間解像度の変換 

 

 

6.2 実行例 

タイのチャオプラヤ川流域（経度：97~102, 緯度：13~20）を対象として，空間解像度 15

秒の標高データから空間解像度 5 分の標高ラスタを作成しましょう．  

 

1. 標高データの入手 

 まず，カリフォルニア州サンディエゴ大学の衛星測地学研究室の HP にアクセスします．

以前は 30 秒の標高データを利用していましたが，現在ダウンロードが fail するため，少々

細かいですが 15 秒（SRTM15＋）の標高データを入手します6．15 秒の標高データは容量が

大きいため，一度にダウンロードできない時には，緯度方向にエリアを分けてダウンロード

するとよいでしょう． 

 

2. ヘッダの追記 

 入手した XYZ 形式の標高ファイルをメモ帳で開き，1 行目にヘッダを追記します．標高

ファイルは左から経度，緯度，データの順にタブ区切りで並んでいるので「LON LAT  

 
6 当マニュアル Appendix A を参照 
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DATA」とタブで区切って追記しましょう（図 6-1）．ファイル保存するときに拡張子を.csv

に変更して下さい．本来はタブをカンマに変更してからファイルを保存するのが正しいの

ですが，QGIS のデータソースマネージャでは，CSV ファイルの読み込みオプションとして

区切り文字にタブ指定があるため，タブ区切りのまま保存します． 

 

標高データをエリア分割してダウンロードした場合には，ヘッダを追記する前に，メモ帳か

PowerShell の cat コマンドを使って分割ダウンロードした標高データを一つにまとめてから

1 行目にヘッダを追加しましょう．7 

 

 

図 6-1 

 

 

3. QGIS でインポート 

 2．でヘッダを追記して.csv ファイルとして保存した標高データを QGIS でインポートし

ます． 

「データソースマネージャ」＞「csv テキスト」タブを選択します．開いたページの「ファ

イル名」に.csv ファイルの標高データを指定し，「ファイル形式」でカスタム区切りを選択

すると，タブ選択が表示されますのでチェックします．「ジオメトリ定義」の X 値に LON，

Y 値に LAT，Z 値に DATA をそれぞれ与え，追加を押します（図 6-2）．データ数が多いた

めビューへの表示までに少し時間がかかります.  

 
7 test1.txt と test2.txt を結合させて testall.csv ファイルを作成するコマンド例： 

cat test1.txt test2.txt | sc testall.csv  

LON LAT DATA 

97.0020833333 19.9979166667 931 

97.00625 19.9979166667 898 

97.0104166667 19.9979166667 893 

97.0145833333 19.9979166667 891 

97.01875 19.9979166667 896 

・ ・ ・ 

・ ・ ・ 

・ ・ ・ 

・ ・ ・ 

・ ・ ・ 

タブで区切って追記．改行． 
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図 6-2 

 

画面に黒い長方形が表示されます（図 6-3）． 
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図 6-3 

 

この長方形はポイントフィーチャの集合であり，間隔が非常に狭くてデータ数も多いため

このように表示されています．次に示す手順でポイントフィーチャをラスタに変換すると

見やすく表示されます． 

 

① 該当するレイヤ名を右クリックし，プロパティを開きます．（図 6-4） 

 

 

図 6-4 
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② シンボロジタブを選択し，シンプルマーカーをクリックし，ストロークスタイルを「－

実線」から「線なし」に変更して適用ボタンをクリックします．（図 6-5） 

 

 

図 6-5 

 

③ 次にシンボロジの一番上の選択メニュー「単一定義（single）」を「連続値による定義

（graduated）」に変更し，モードを「丸め間隔（Pretty）」，値を「DATA」，分類数を「10」

にして少し待ちます．分類数のタグ表示枠にシンボルが表示されたら OK をクリックし

ます．（図 6-6） 
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図 6-6 

 

変更が反映されると，マップビューの表示は図 6-7 のようになります． 
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図 6-4 

 

図 6-7 は，一時的でメモリ上にあるだけなので，ファイルを保存しておきましょう． 

「レイヤ」メニュー＞「名前をつけて保存」をクリックします．マップビューに表示されて

いるビューはベクタ表示なので，形式を「ESRI Shapefile」，ファイル名は任意にあたえて

OK をクリックしてください．(図 6-8) 

 

反映には少し時間がかかりますが，再度真っ黒の長方形が表示されるので，上記と同様のシ

ンボロジ編集作業を行うと，再び図 6-9 のように表示されます． 
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図 6-5 

 

 

図 6-6 
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4. ラスタに変換（空間解像度変換も含む） 

ここでは，上節 3．で空間解像度が 15 秒の標高データから作成したベクタファイルを，

空間解像度が 5 分のラスタファイルに変換します． 

第 4 章に倣い「ラスタ」＞「変換」＞「ベクタをラスタ化」を選択します．入力レイヤは，

先ほどシェープファイルに保存したレイヤを選択します．焼き込む値の属性は「DATA」，出

力ラスタサイズの単位は「地理単位」，水平方向・鉛直方向の空間解像度は 5 分にするので

“0.083333”（15 秒= 0.004166 度, 0.004166*300/15 ）を指定します．出力領域では入力レイ

ヤの範囲を指定しましょう．オプションの固定値と nodata 値は-9999 にしましょう．ここで

作成した標高ラスタは次の章で使用するので，出力ファイル名を指定して保存しましょう．

詳細パラメータの下の「出力ファイル」入力欄横の選択肢ボタン をクリックして「ファ

イルに保存」を選択し，開いた選択ウィンドウでファイル名を入力します．ファイルの種類

は「.tif」を選択して下さい．（図 6-10） 

 

 

図 6-7 



第 6 章 標高ラスタの作成 

 

 

74 

 

必要なパラメータ入力が終わりましたら，実行ボタンをクリックしましょう．マップビュー

に作成されたラスタが表示されます．（図 6-11） 

 

 

図 6-11 

 

以上により，SRTM+15 のタイのチャオプラヤ川流域標高データから空間解像度 5 分の標

高ラスタが作成されました．このラスタを ASCII ファイルに変換して保存する場合は，当

マニュアル 3.3 節を参考にして下さい． 
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第 7 章  流向・流域界ラスタの作成              

流向・流域界ラスタの作成 

この章では，流向・流域界ラスタの作成方法を説明します．流向・流域界ラスタは，水文学的な

シミュレーションを行う際に最も重要なラスタです．流向ラスタは，各セルから最も急な降下傾斜と

なる近傍セルへの方向を示します．流域界ラスタは，流向ラスタから流域間の尾根線を特定する

ことによって作成されます．この章を実施すると，流向ラスタ，流域界ラスタを作成できるようにな

るのは勿論，サーフェスを平滑化して窪地を除去する方法や窪地の位置を確認する方法を理解

できます． 

 

 

7.1 手順の概要 

 QGISを用いた流向ラスタデータと流域ラスタデータの作成の手順の概要を以下に示しま

す．なおツールボックスは，トップメニュー「プロセシング」＞「ツールボックス」で表

示される「プロセシングツールボックス」を表します. 

 

1． 投影座標系の標高ラスタデータの用意 

2． ツールボックス→SAGA Next Gen→Terrain Analysys - Hydrology→Fill sinks xxl(wamg & 

liu)で窪地を除去 

3． ツールボックス→SAGA Next Gen→Terrain Analysys - Channels→Channel network and 

drainage basins で流向・流路・流域界ラスタを作成 

4． ツールボックス→SAGA Next Gen→Terrain Analysys - Hydrology→Upslope area でチャオ

プラヤ川水系の流域界ラスタを作成 

5． 流向ラスタデータと流域界ラスタデータを ASCII ファイルに変換 

6． ASCII ファイルを${DIRH08}/map/org/GIS に置く 

7． ${DIRH08}/map/pre/prep_GIS.sh を編集して実行 

 

 

7.2 実行例 

タイのチャオプラヤ川流域（経度：97~102, 緯度：13~20）を対象として空間解像度 5 分

の流向ラスタデータと流域界ラスタデータを作成してみましょう． 

 

1. 投影座標系の標高ラスタデータの用意 

まず対象領域の標高ラスタデータを用意しましょう．標高ラスタの作成方法は第 6 章で
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説明しています．ここでは 6.2 節で作成した標高ラスタを使用します． 

次の 2．で使用する窪地除去ツールの入力として必要な標高ラスタは投影座標系のデータ

なので，6.2 節で作成した地理座標系の標高ラスタを以下の手順にそって投影座標系に変換

します． 

① 流向・流域界ラスタを求める SAGA ツールでは海域セルは nodata 扱いで処理される

が，第 6 章で作成した標高ラスタは海域セルにも負の標高値が入っているため，第 5

章で作成した海陸ラスタで標高ラスタの陸域セルのみを抽出する．まず標高ラスタ

と海陸ラスタをビューパネルにドラッグして表示する． 

② 抽出マスクとして使用されるファイルはベクタファイルでなければならないので，

海陸ラスタをベクタ化する．（図 7-1） 

・ラスタ＞変換＞「ラスタをベクタ化」を選択 

・入力レイヤ名に海陸ラスタ名を与え，出力ベクタファイル名（ここでは海陸ベクタ

と呼ぶ）を適当に与える．  

 

 

図 7-1 

 

③ 標高ラスタを海陸ベクタで抽出する．（図 7-2） 

・ ラスタ＞抽出＞「マスクレイヤで切り抜く」を選択 

・ 入力レイヤに標高ラスタを，マスクレイヤに海陸ベクタを与える 

・ 「マスクレイヤの領域に切り抜き範囲を一致させる」のチェックを外す（標高差の小

さい平地部で流路に影響が出るため） 
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・ 「出力バンドに指定 nodata 値を割り当てる」に-9999.000000 を指定する 

・ その他はデフォルトのまま実行ボタンをクリック 

【注】出力ファイルに名前を指定して実行するとエラーになることが多いので，実行

後に「レイヤ名を右クリック」＞「エクスポート」＞「名前を付けて保存」でファイ

ルに保存するとよい．  

 

 

図 7-2 

 

負の標高データをもつセルが存在しているが，これは海陸ラスタのセルと標高ラスタの

セルが微妙にずれてしまうことにより，海岸線境界の海域にかかるセルで元データの海底

セルの値（負）が入ってしまうのではないかと考えられる． （図 7-3） 
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図 7-3 

 

④ ③で抽出した標高ラスタの座標系を投影座標系に変更する．（図 7-4） 

・ラスタ＞投影法＞「再投影（warp）」を選択 

入力レイヤ：③で抽出した標高ラスタ 

変換元 CRS：②の標高ラスタの地理座標系（この例では EPSG :4326—WGS 84） 

変換先 CRS：チャオプラヤ川近傍の投影座標系（EPSG :23947–Indian 1954/UTM zone 

47N） 

出力バンドの nodata 値：-9999.000000 

※他はデフォルト入力のまま 
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図 7-4 

 

再投影された標高ラスタが作成されました．（図 7-5） 

 

 

図 7-5 
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再投影されたベクタレイヤの CRS が投影座標系に変換されていることをプロパティで確認

しておきましょう．（図 7-6） 

 

 

図 7-6 

 

また，プロジェクトの CRS も再投影された標高ラスタと同じ CRS に変更しておきましょ

う．プロジェクトメニュー＞プロパティ＞座標参照系で EPSG :23947 を選択して OK をク

リックします（図 7-7）．  

 

 

図 7-7 
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QGIS パネルの右下に表示されているプロジェクトの座標系が， EPSG :4326 から

EPSG :23947 に変更されていることが確認できます．（図 7-8） 

 

図 7-8 

 

 

2. 窪地の除去（標高データの平滑化） 

流域界や流路を定める時に窪地があると，そこで流れが滞留してしまいます．QGIS のツ

ールでは，窪地で水が溜まってあふれ出すような計算は出来ません．H08 では窪地のない流

向ラスタを使用するので，窪地は平滑化して埋めてしまいます．平滑化にはプロセシングツ

ールボックスにある SAGA 計算ツールを使います． 

古いバージョンでは SAGA ツールが初めからプロセシングツールボックスにインストー

ルされていましたが，3.30 以降ではバージョンの互換性の関係から SAGA ツールが削除さ

れていますので，代わりにサードパーティのプラグイン「Processing Saga NextGen」をイン

ストールして使用します． 

トップメニュー＞プラグイン＞「プラグインの管理とインストール」を選択し，表示され

たウィンドウの左メニューから「未インストール」タブを開き，検索枠に「SAGA」と入力

して⏎キー．検索された内の「Processing Saga NextGen Provider」にチェックを入れてインス

トールボタンをクリックしましょう．（図 7-9） 

 

図 7-9 
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それでは，SAGA プラグインを利用して窪地を除去しましょう ．プロセシングツールボ

ックス＞SAGA Next Gen＞Terrain Analysis -Hydrology＞Fill sinks xxl(wang & liu)を選択してく

ださい．（図 7-10） 

DEM：「再投影されたベクタレイヤ」（入力） 

Minimum Slope : 0.00002（入力）8 

Filled DEM：平滑化された標高ラスタのファイル名（出力） 

 

 

図 7-10 

 

実行ボタンをクリックすると，少し時間をおいて平滑化された標高ラスタがマップビュ

ーに表示されます．（図 7-11） 

 

 

 

 

 

 

 
8 チャオプラヤデルタは非常に平坦で，その勾配は 1/100,000~1/50,000 である．

（ https://openjicareport.jica.go.jp/pdf/12127189_01.pdf より） 

https://openjicareport.jica.go.jp/pdf/12127189_01.pdf
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図 7-11 

 

窪地の除去前（左）と除去後（右）を比較すると，セルの色が濃いグレーから薄いグレー

に変化している箇所があります． （図 7-12） 

 

図 7-12 

 

 

窪地の除去前 窪地の除去後 
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【参考】窪地の抽出（確認） 

GRASS プラグインにある r.fill.dir ツールを利用して窪地の位置を確認することができま

す．プロセシングツールボックス＞GRASS＞Raster(r.*)＞r.fill.dir を選択しましょう．パラメ

ータの Elevation には窪地処理前の DEM である「再投影されたベクタレイヤ」を与えます．

残りのパラメータで「Problem areas」のみ「アルゴリズムの終了後に出力ファイルを開く」

にチェックを入れ，残りのファイルのチェックは外しましょう．（図 7-13） 

 

図 7-13 

 

実行することで Problem areas レイヤとして窪地セルが抽出されます（図 7-14 左）．図 7-

14 の右の図は，窪地セルの位置が確認しやすいように，「再投影されたベクタレイヤ」を背

景に表示してみました． 

 

図 7-14 
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3. 流向・流路（河川）・流域界の作成 

ここでは SAGA プラグインの地形解析・水文学ツールを利用します． 

まず初めに 2．で作成した窪地を除去した標高ラスタからチャオプラヤ川のストラー数

（河川分岐数）を求めます． 

ツールボックス＞SAGA Next Gen＞Terrain Analysis – Channels＞Strahler order を

選択し，Elevation に 2．で作成した窪地を除去した標高ラスタファイル（この例では

「Filled DEM」）を与えて実行しましょう．レイヤパネルに新たに Strahler Order（河

川次数：ストラー数と呼ぶ）レイヤが作成されます．（図 7-15） 

 

 

図 7-15 

 

この解析領域ではチャオプラヤ川が一番大きな川なので，チャオプラヤ川のストラー数は

最大の 4（白い線の部分）であることがわかります． 

 

次にツールボックス＞SAGA Next Gen＞Terrain Analysys – Channels＞Channel network and 

drainage basins を選択しましょう．パラメータは次のように指定します． 
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Elevation：2．で作成した窪地を除去した DEM（以降，平滑化 DEM と呼ぶ）を与える 

Threshold：河川分岐数の閾値．ここではチャオプラヤ川の 4 を与える9 

Flow Direction［オプション］：流向ファイルが出力される．ファイル名の下の「アルゴリズ

ムの終了後に出力ファイルを開く」にチェックを入れる10 

Drainage Basins［オプション］：Threshold に対応した流域界（集水域）のラスタファイルを

作成する．ファイル名の下のチェックボックスをチェックする． 

Channels：流路ファイルが出力される［必須］．ファイル名の下のチェックボックスをチェ

ックする 

Drainage Basins：Threshold に対応した流域界（集水域）のベクタファイルを作成する［必須］．

ファイル名の下のチェックボックスをチェックする． 

 

その他のファイルについては，ファイル名指定枠下のチェックボックスのチェックを外し

ておきましょう． 

 

 
9 ここでの分岐値を下流の分岐始点とするすべての流路を作成するので，小さい値程細かい流路が作成さ

れる． 

10 解析領域のエッジセル（一番外側の一行または一列にあるセル）の流れの向きは FLAT として

nodata 扱いとなる 
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図 7-16 

 

実行が完了すると，流向（Flow Direction），流路（Channels），流域界（Drainage Basins）の

ラスタとベクタファイルがレイヤパネルに作成されます．流向ラスタはデフォルト表示で

は真っ黒に表示されますので，シンボロジを変更して見やすくしましょう．（図 7-17） 

 

図 7-17 
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流向データは 0～7，255 の 9 つの値を持ちます．値はそれぞれ図 7-18 の方向を示します． 

 

図 7-18 

 

255 は流れとして FLAT なので描画時には nodata としましょう．流向レイヤのプロパティを

表示して，透明度で「追加の nodata 値」として 255 を追加する（図 7-19）と，流向ラスタ

は図 7-20 の様になります． 

 

図 7-19 

 

 

図 7-20 
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図 7-18 のカラーに合わせて流向レイヤのシンボロジを図 7-21 のように変更すると，より分

かりやすい流向ラスタになります．（図 7-22） 

 

図 7-21 

 

図 7-22 
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流路は Channels レイヤに，流域界は Drainage Basins レイヤとして作成されます．２つのレ

イヤを重ねて表示すると，流路と流域界の対応が分かりやすいでしょう． 

 

作成された流路を実際のチャオプラヤ川と比較すると，河口付近で大きく東側に逸れてお

り，上流域ではある程度近似されていることがわかります（図 7-23）．チャオプラヤ川河口

域のデルタ地域は非常に勾配が小さいため，たとえ標高データのずれが小さくても，解析結

果に与える影響は大きく，流路が大きくずれてしまう傾向にあるようです． 

 

 

図 7-23 

 

 

4. チャオプラヤ川水系の流域界ラスタデータの作成 

 チャオプラヤ川は支流にピン川とナン川を持つ全長 866km の大きな川であり，その流域

は上の 3．節で作成したサブ流域のいくつかの集まりで形成されます． 

 チャオプラヤ川流域を，ツールボックス＞SAGA Next Gen＞Terrain Analysis – 

Hydrology＞Upslope area ツールを使って作成しましょう．このツールでは求めたい流域

の下流点における座標が必要となります．そこで 3．の最初に作成したステラ―数ラスタ
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（Strahler Order）を使用してチャオプラヤ川の下流点の座標を取得します． 

 

まず Strahler Order レイヤと Drainage Basins（ラスタ）レイヤにチェックをして重ねて表

示すると，チャオプラヤ川に対応したストラー数４のセルが白く浮き上がります．（図 7-24） 

 

 

図 7-24 

 

河口付近を拡大表示してチャオプラヤ川に対応した白い最南端のセルの中心で右クリック

すると，その点における座標を取得することができます．（図 7-25） 
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図 7-25 

 

ツールボックス＞SAGA Next Gen＞Terrain Analysis – Hydrology＞Upslope area ツール

を選択して，パラメータを以下のように設定します．（図 7-26） 

 

Target X coordinate：上で取得した X 座標（679207） 

Target Y coordinate：上で取得した Y 座標（1506734） 

Elevation：2．で作成した窪地を除去した DEM（この例では Filled DEM）を与える 

Method：［0］Deterministic 8 を選択する11 

 

 
11 あるセルの水が 8 方向のうち最も勾配が大きな 1 方向にすべて流れると仮定した手法 
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図 7-26 

 

実行ボタンをクリックすると，チャオプラヤ川の流域界ラスタが作成されます．（図 7-27） 
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図 7-27(a) 

 

ここで得られた流域ラスタの結果を考察してみましょう.下記図はこの流域をわかりやすく

するために色を白に変更し透過率 20％にして，衛星画像と重ね合わせて表示したものです． 

 

図 7-27(b) 
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図 7-27(b)をみると，チャオプラヤ川の河口近くの流域が大きく広がっていることが分かり

ます．これは，実際の流域が河口に向かって狭くなっていく事実に矛盾しているように見え

ます． 

 

実際に，図 7-28 で Hanasaki et al. (2013) で利用された同河川の流域界（K10S12）（図 7-28（b））

と比較してみましょう．図 7-28(a)は，図 7-27(b)を図 7-28(b)と比較しやすくするために描画

サイズをそろえ，背景画像を消したものです． 

図 7-28(a)と図 7-28(b)を比較すると上流側では流域界がおおよそ合っていますが，図 7-28(a)

の下流側では流域界が広くなり，K10S（図 7-28（b））とは大きく異なることが分かります．

これは窪地の処理によってサーフェスを滑らかにしたことが原因であり，下流側になるほ

ど実際の流域界とのずれが大きく生じます．図 7-28(a)の流域ラスタデータをそのまま H08

による予測計算に使用しても，正しい予測結果を得ることは出来ないでしょう．やはり作成

された流向＆流域データを何かしらの方法で修正する必要があります． 

 

修正方法として，増冨（2007）では，Maidment (1996) によって提唱された Stream Burning

法や増冨が命名した Ridge Fencing 法によって流下方向を修正しているので，参考にして下

さい．このとき増冨は ArcHydro という ESRI 社のソフトを利用しています． 

ArcGIS 版の筆者（斉藤）が K10S を作成したときは，縮尺が 55 万分の 1 のタイの地図に

グリッド線を描いて次のことに注意しながら，両データを手で修正しました． 

 

（a）流向を修正するときの注意点 

・ 地図を見て主河道と判断できる河川を優先しました． 

・ 地図から河道が確認できないセルは各観測地点における実際の流域面積と比較して修

正しました． 

 

（b）流域界を修正するときの注意点 

・ 図 7-29 に示す③のグリッドのように，任意のセルに占める流域面積の割合が 40％未満

と思われえるセルは流域面積外としました． 

・ 任意のグリッドに占める流域面積の割合が 40％以上のセルはそのまま残すか，付近の

セルと補完しました．例えば，図 7-29 に示す⑥のグリッドは流域面積内，①と②のグ

リッドは④や⑤の位置で合流する場合は，補完されたとみなして，どちらか一方を流域

面積としました．しかし，①と②が早期に合流しない場合は両方とも流域面積内としま

した． 

・  

 
12 この流向ラスタは，東京大学生産技術研究所の Cherry Mateo らによって作成された Chao Phraya 川流域

の河道網マップ K10 をベースに ArcGIS 版の筆者（斎藤）が作成した． 
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以上，手間のかかる修正方法ですが，実測に近い流域界が得られます． 

     

 

図 7-28  

 

 

図 7-29 流域面積修正概念図 

 

 

5. ASCII ファイルに変換 

以上の手順で作成された流向ラスタデータ（Flow Direction）と流域界ラスタデータ

（Upslope Area）を ASCII ファイルに変換しましょう．変換方法は，当マニュアル第 3.3 節

を参考にして下さい． 

 

（b）K10Sにおけるチャオプラヤ川流域 （a）この実行例におけるチャオプラヤ川流域 

① ② ③ 

④ ⑤ ⑥ 
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6. Hformat2D(H08 用バイナリファイル)に変換 

 流向 ASCII ファイルと流域 ASCII ファイルを H08 で利用するために Hformat2D 形式バイ

ナリファイルに変換しましょう．まず両ファイルを${DIRH08}/map/org/GIS に置いて下さい．

次に${DIRH08}/map/pre/prep_GIS.sh を，スクリプト内コメント文に注意しながら，パラメー

タを適切に編集して実行して下さい. 13 

 

出力結果は${DIRH08}/map/dat/flw_dir_/と${DIRH08}/map/dat/lnd_msk_/にそれぞれ保存され

ます． 

 

  

 
13 “# river direction setting” 設定部では ”# for QGIS users” 以下のパラメータ群を使用する 
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第 8 章 主題図の作成                      

主題図の作成 

第 8 章では，主題図の作成方法を説明します．主題図の作成には，当マニュアルの第 3 章か

ら第 7 章までの知識を必要とします． 

 

 

8.1 手順の概要 

QGIS を用いた主題図の作成手順の概要を以下に示します． 

 

1. 対象流域周辺の国の行政界，流域界（BASINS），河川（River），ダム等の位置情報ファ

イルを入手 

2. 国境（行政界）をもつ海陸ポリゴンの作成 

3. 流域界ポリゴンの作成 

4. 主河道ポリラインの作成 

5. 位置情報ファイルの作成 

6. ダム等のポイントデータのインポート 

7. レイヤの表示順序の変更 

8. ポリゴン，ポリライン，ポイントの着色 

9. 表示エリアの設定 

10. 画像ファイルとして出力 

 

 

8.2 実行例 

 タイのチャオプラヤ川流域を対象流域として，主題図を作成しましょう． 

本来ならば，第 4 章から第 7 章で得られた流路ポリライン（Channels）や流域ポリゴン

（Drainage Basins）を用いて主題図を作成するとより理解が深まるのですが，第 7 章で考察

したようにチャオプラヤ川河口流域は勾配が非常に緩やかで，解析対象としては非常に難

しい流域であるため，実行例での空間解像度で得られた流域界や流路は，実際の状況と大き

く乖離しています．したがってその結果を使用してダム等の位置情報と重ね合わせた時に

大きなずれが生じてしまうでしょう． 

 この章では主題図の作成が目的なので，主題図で使用する流域界や河川データは，

HydroSHEDS14から入手したデータを使用することにします． 

 
14 当マニュアル Appendix A.3 を参照 
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1. 対象流域周辺の国の行政界，流域界（BASINS），河川（River）ファイルを入手 

 対象流域周辺の国の行政界，および流域界（BASINS），河川（River）のベクタファイル

を入手して下さい15． 

 

 

2. 国境（行政界）をもつ海陸ポリゴンの作成 

 国境（行政界）をもつ海陸ポリゴンを作成します．手順は，まずは初めに統合した行政界

shp ファイルから国別の情報をもつ海陸ラスタを作成します．次に海陸ラスタをベクタ変換

することで海陸ポリゴンを作成します． 

海陸ラスタの作成方法は，当マニュアルの第 4，5 章を参照してください．ただし今回は，

次節で取得する流域界や河川ファイルの空間解像度と一致させるために，ベクタからラス

タに変換する際の出力ラスタのセルサイズを，0.08333333 度（≈5 分）ではなく，0.00833333

度（≈30 秒）と設定して下さい（図 8-1）. 

 

図 8-1 

 

海陸ラスタを作成したら，ラスタをポリゴンに変換します．「ラスタ」＞「変換」＞「ラス

タをベクタ化（polygonize）」を選択して下さい． 

「入力レイヤ」には海陸ラスタを与えます．「ベクタ化」には海陸ポリゴンの出力場所と名

前を設定します（図 8-2）. 

 
15 当マニュアル Appendix A.1，A.3 を参照． 
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図 8-2 

 

 

3. 流域界ポリゴンの作成 

 流域界ポリゴンを作成します．レイヤパネルに海陸ポリゴンのみ残し，他のレイヤは削除

（レイヤ名を右クリック＞「レイヤを削除」）し，海陸ポリゴンにズーム（レイヤ名を右ク

リック＞「レイヤの領域にズーム」」）します．次に HydroSHEDS からダウンロードした流

域シェープファイル（as_bas_30s_beta.shp）をマップビューにインポートします（図 8-3）.  

 

図 8-3 
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次に，流域ポリゴンからチャオプラヤ川の流域を抽出します．レイヤパネルで流域ポリゴン

を選択してから，「ビュー」＞「地物情報を表示」を選択して，マップビューのチャオプラ

ヤ川流域内で左クリックすると，地物情報を取得できます（BASIN ID：156353）．（図 8-4） 

 

図 8-4 

 

レイヤパネルで流域ポリゴンを右クリック＞「フィルタ」選択し，表示されたクエリビルダ

（図 8-5）の「プロバイダ特有のフィルタ式」に「“BASIN_ID”=156353」を入力して OK を

クリックすると，チャオプラヤ川流域のみマップに表示されます．（図 8-6） 

 

図 8-5 
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※ポリゴン選択の赤枠を消すには，ツールバーの手のマーク をクリックします． 

 

図 8-6 

 

以上でチャオプラヤ川流域界ポリゴンが作成できました． 

 

 

4. 主河道ポリラインの作成 

主河道ポリラインを作成します．主河道ポリラインは，流域界ポリゴンと同様に

HydroSHEDS からダウンロードした河川データから作成します．河川シェープファイル

（as_riv_30s.shp）をマップビューにインポートしましょう．（図 8-7） 
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図 8-7 

 

次に河川ポリゴンをチャオプラヤ川流域界で切り抜きます．ツールバーの「ベクタ」＞「空

間演算ツール」＞「切り抜く（clip）」を選択し，入力パラメータを以下のように与えます．

（図 8-8） 

・入力レイヤ：河川ポリライン 

・オーバーレイレイヤ：チャオプラヤ川流域界 
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図 8-8 

 

 

図 8-9 

 

切り出した河川ポリゴンは流域内の小さな河川も表示している（図 8-9）ので，シンボロ

ジを調整して，チャオプラヤ川とその主要な支流だけを表示させましょう． 
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(ア) 切り出した河川ポリゴンのレイヤ名を右クリック＞「プロパティ」＞「シンボロジ」

タブを選択し，一番上の「単一定義（single）」を「連続値による定義（graduated）」

に変更する．（図 8-10） 

 

図 8-10 

 

(イ) 次にカラーランプを変更する．カラーランプの帯をクリックして，グラデーションス

トップを使って下図のように変更する．（図 8-11, 8-12, 8-13, 8-14） 

 

図 8-11 変更前のカラーランプ 

 

 

図 8-12 ①のカラー変更 

 

① ② 
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図 8-13 ②のカラー変更 

 

 

図 8-14 変更後のカラーランプ 

 

(ウ) 「連続値による定義」の「値」として「UP_CELLS」を与え，モードを「丸め間隔」，

分類数を 200 に変更すると，分類数の表が作成される．（図 8-15） 

 

※UP_CELLS：そのセルより上流にあるセルの蓄積セル数（下流のセルほど，大きな

河川になるほど，値は大きくなる） 
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図 8-15 

 

(エ) 「OK」ボタンをクリックして，レイヤパネルの河川ポリゴンレイヤに分類の凡例シ

ンボルを表示させる．（図 8-16） 

 

図 8-16 

(ウ) 

(イ) 

(ア) 

(ウ) (ウ) 
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(オ) レイヤパネルの切り出し河川ポリゴン名の左横にある▶印をクリックして，シンボル

の凡例を展開表示する．（図 8-17） 

 

 図 8-17 

 

(カ) 値の凡例の左側にあるチェックボタンを上から順番に外し，主河川が見やすくなっ

たところで止める．（図 8-18） 

 

 

 図 8-18 

 

マップビューにチャオプラヤ川の主河道ポリラインが作成できました． 

 

(カ) 
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5. 位置情報ファイルの作成 

 チャオプラヤ川主河道ポリラインにダムや河川流量観測地点を追加しましょう． 

QGIS では位置情報を持つポイントデータをマップに追加することができます．ポイント

データはマップ上における座標値（経度，緯度）とポイントでの値を持つことができます．

QGIS ではポイント毎のデータをカンマで区切って 1 行毎に記述した csv 形式のテキストフ

ァイルを読み込み，シェープファイルとしてマップにポイント表示することができます． 

 

ダムは GRanD16サイトからダウンロードした貯水池データを使いますので，チャオプラ

ヤ川での河川流量観測地点に関する位置情報ファイルを作成しましょう．位置情報ファイ

ルの 1 行目はデータのヘッダ情報として使用します．位置情報ファイルを Excel で作成する

場合には，csv 形式で保存しましょう．この実行例では，表 8 の河川流量観測点の位置情報

を Excel シートに作成し，station.csv ファイルとして保存しました． 

表 8 河川流量観測点の位置情報 

LON LAT No NAME 

100.11 15.67 1 Nakhon_Sawan 

100.5116 13.72704 2 Bangkok 

100.5497 14.19103 3 Ayutthaya 

98.98444 18.79028 4 Chiang_Mai 

99.79 17.43 5 Si_Satchanalai 

 

 

6. ダム等のポイントデータのインポート 

 まずは 5．で作成した河川流量観測地点の位置情報ファイルを，データソースマネージャ

を使用してマップにインポートしましょう．メニューバーのレイヤ＞データソースマネー

ジャ＞「CSV テキスト」タブを開き，パラメータを以下のように与えます． 

ファイル名：station.csv 

 ファイル形式：CSV（コンマで区切られた値） 

 レコードとフィールドのオプション 

：破棄するヘッダ行数：0 

 ：最初の行は属性名とフィールド型を検出にチェック 

ジオメトリ定義：ポイント座標を選択し X 値で LON，Y 値で LAT，Z 値で NAME を選択 

 

サンプルデータの表でデータを正しく読み込めているか確認し，追加ボタンをクリックす

るとマップに観測点のシンボルが追加表示されます．（図 8-19） 

 
16 当マニュアル Appendix A.4 を参照 



第 8 章 主題図の作成 

 

 

111 

 

 図 8-19 

 

次に GRanD サイトからダウンロードしたダムシェープファイル（GRanD_dams_v1_3.shp）

をマップビューにインポートします．チャオプラヤ川流域以外の場所にもダムを表すポイ

ントポリゴンが多数表示されますので，チャオプラヤ川主河道ポリライン上に限定しまし

ょう． 

 

レイヤパネルのダムレイヤ名を右クリックして属性テーブルを開きます．MAIN_BASIN 列

をクリックしてデータをソートし，この列の値が Chao Phraya の行を探します．（図 8-20） 

 

 

 図 8-20 
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レイヤパネルに戻り，レイヤ名を右クリック＞フィルタ＞「クエリビルダ」を選択し，フィ

ルタ式欄に下記の式を入力して OK ボタンをクリックします．（図 8-21） 

 

式：”MAIN_BASIN” = ‘Chao Phraya’ 

 

 

 図 8-21 

 

マップに表示されているダムのポイントポリゴンは，チャオプラヤ川の河道上にある“属性

テーブルで検索した青色選択行に対応した５つのダムのみ”となっていることが確認でき

ます． 

 

レイヤ名を右クリック＞「ラベルを表示」を選択して，ダムや観測所の名前も表示しましょ

う．（図 8-22） 
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 図 8-22 

 

主河道ポリライン上に，ダムと観測点のポイントポリゴンを重ねたマップが作成できまし

た．（図 8-23） 

 

 図 8-23 
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7. ポリゴン，ポリライン，ポイントの着色 

行政界境界入り海陸ポリゴン，チャオプラヤ川流域界，チャオプラヤ川主河道ポリライン，

チャオプラヤ川主河道にあるダムと河川流量観測地点のポイントポリゴンが揃いましたの

で，それらを重ねて表示してみましょう．各ポリゴンのシンボロジで，カラーやフォントサ

イズ，ライン幅のサイズ等を調整して，見やすくしましょう． 

 

シンボロジのカラーバーをクリックして，ダイヤルを回して色を変更してみましょう．  

① 海陸ポリゴン（図 8-24, 8-25） 

 

 図 8-24 

 

 図 8-25 

 

② チャオプラヤ川流域界（図 8-26, 8-27） 

 

図 8-26 
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図 8-27 

 

③ チャオプラヤ川主河道ポリラインと河道に設置されたダム，および河川流量観測地

点（図 8-28, 8-29, 8-30） 

 

図 8-28 

 

図 8-29 
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図 8-30 

 

 

8. レイヤの表示順序の変更 

カラー調整が終わりましたので，流域界ポリゴンと行政界ポリゴンを，主河道ポリゴンラ

インやダム等のポイントポリゴンと重ねて表示してみましょう．すべてのポリゴンが表示

されるように，レイヤパネルでの描画順番に注意してください． 

 

レイヤパネルで下から順に，「行政界＜流域界＜河川＜観測点＝ダム」と並べます．図 8-

31 のように表示されましたか？ 
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図 8-31 

 

 

9. 表示エリアの設定 

第 3 章を参考にして，マップの印刷レイアウトを作成します．メニューバーの「プロジェ

クト」＞「新規印刷レイアウト」を選択し，印刷レイアウトパネルを表示します．印刷レイ

アウトは A4 横がデフォルトで表示されますが，実行例は縦長マップなので，レイアウトサ

イズをA4縦に変更してみましょう．印刷レイアウト内で右クリック＞ページのプロパティ」

を選択すると，印刷レイアウトの右側にアイテムプロパティが表示されるので，この中の各

項目を調整します．（図 8-32） 

 

図 8-32 ページ項目で A4縦に設定 
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左のツールバーから「地図を追加」を選択し，印刷レイアウトにマップを配置します．（図

8-33） 

 

図 8-33取り込み直後のマップ 

 

印刷レイアウトに表示されたマップサイズを調整し，座標軸や凡例，方位記号等の装飾アイ

テムを追加するために，アイテムプロパティの領域（図 8-34），グリッド（図 8-35），背景タ

ブ（図 8-36）でパラメータを編集しましょう．マップ内の文字サイズやポイントポリゴンの

サイズは，レイアウトの表示を確認しながら，レイヤのシンボロジで調整しましょう． 

 

 

図 8-34アイテムプロパティの領域パラメータ設定例 
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図 8-35アイテムプロパティのグリッドパラメータ設定例 

 

 

図 8-36アイテムプロパティの背景パラメータ設定例 
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方位記号や凡例を追加すると下図のような主題図が作成できます．（図 8-37） 

 

 

図 8-37 

 

 

10. 画像ファイルとして出力 

第 3 章を参考にして，作成した印刷レイアウトを画像としてエクスポートしましょう． 

メニューの「レイアウト（L）」＞「画像としてエクスポート（I）」を選択すると，保存

用エクスプローラが開きますので，ディレクトリ，ファイル名，ファイルタイプ（画像
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形式）を選択し保存しましょう． 

実行例では PNG 形式を選択しました．（図 8-38） 

 

 

図 8-38 
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Appendix A データの取得方法                   

データの取得方法 

 この章では，当マニュアルで利用するデータの取得方法を説明します．当マニュアルは，行政界

shpファイル，標高データ，高解像度の河川，排水流域および貯水池データを利用します． 

 

 

A.1 行政界データの取得方法（from GADM） 

行政界データは，GADM から shp ファイルを取得します．以下にその手順を示します． 

GADM database of Global Administrative Areas の HP17にアクセスし，DATA をクリックして

ください（図 A-1）.  

 

 

図 A-1 

 

次に上部の country をクリックして下さい（図 A-2）. 

 

 
17 https://gadm.org/ 
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図 A-2 

 

次に，国を指定します．この例では Thailand を選択します．ファイルフォーマットは shapefile

を選択し，任意の場所に保存してください（図 A-3）. 

 

図 A-3 

 

以上で行政界 shp ファイルの取得が完了しました．ダウンロードしたファイルは Zip ファイ

ルなので，任意の場所に解凍して下さい． 



Appendix A データの取得方法 

 

 

125 

A.2 標高データの取得方法（from SRTM15+） 

 標高データは SRTM15+18を利用します．以下にその取得方法を示します． 

まずカリフォルニア州サンディエゴ大学の衛星測地学研究室の HP19にアクセスして下さ

い．次に，ページ最下部の GLOBAL TOPOGRAPHY タブをクリックし，NEW! SRTM15+を

クリックしてください（図 A-4）. （SRTM30 PLUS はデータをダウンロードする際，エラー

になります（2023 現在）） 

 

 

図 A-4 

 

次に，Get an ASCII XYZfile を選択して下さい（図 A-5）. 

 
18 本家 SRTM の HP から入手するのが通常ですが，SRTM15+は任意の領域のデータを ASCII ファイルで

入手できます． 
19 https://topex.ucsd.edu/index.html 
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図 A-5 

 

任意の領域を指定します．ここでは東経 97～102 度，北緯 13～20 度の領域を指定します．

経度と緯度の入力が終わったら get data をクリックし，標高データを入手して下さい． 

注意書きにもありますが，データファイルが大きすぎるとエラーがでるため，データ範囲を

なるべく小さくして区切って取得して下さい. 緯度を基準にデータが入っているので，デー

タ範囲を区切る場合は経度の範囲を固定し，緯度方向に区切ると良いでしょう（今回は経度

を 97-102 に固定し，緯度を 13～17 度と 17～20 度に 2 分割して，データをダウンロード

しました.）（図 A-6）. 

 

ダウンロードしたデータを Ctrl+A で全て選択し，メモ帳に張り付け１つのファイルに統合

します.（図 A-7） 

 

図 A-6 
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図 A-7 
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A.3 河川および排水流域ファイルの取得方法（from HydroSHEDS） 

本編第 8 章の実行例では，タイのチャオプラヤ川流域の河川データと細分化されていな

い連続した排水流域データを使用するので，HydroSHEDS サイトから河川と排水流域のシ

ェープファイルを入手します．以下手順を示します． 

 まず HydroSHEDS の HP20にアクセスし，画面上部メニューの Products をクリックして下

さい（図 A-8）．遷移したページ画面中央の HydroSHEDS をクリックする（図 A-9）と

HydroSHEDS Core layers (version 1)のページに遷移するので，ページ最下部の Data download

の downloads page をクリックしてください（図 A-10）. 

 

 

図 A-8 

 

 
20 https://www.hydrosheds.org/  
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図 A-9 

 

 

図 A-10 

 

次に遷移したページの下部のサブタイトル「Downloads」のすぐ上の文の最後の“here”をク

リックして（図 A-11）「HydroSHEDS Legacy Data Archive」ページを表示してください．ペ

ージ最下部の「Archive downloads」に置かれている「SHP format」ボタンをクリックすると

（図 A-12），「Rivers」「Basins」ボタンがプルダウン表示されます（図 A-13）．それぞれボタ
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ンをクリックするとダウンロードファイルリストがプルダウン表示されますので，Rivers, 

Basins ともに Asia 30s SHP（archived data）をダウンロードしましょう．（図 A-14,15） 

 

 

図 A-11 

 

 

図 A-12 

 

図 A-13 
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図 A-14 
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図 A-15 

 

以上で河川ファイルと排水流域ファイルの取得が完了しました．取得したファイルは zip フ

ァイルなので解凍してご利用下さい． 

 

  



Appendix A データの取得方法 

 

 

133 

A.4 貯水池データの取得方法 

 貯水池データは GRanD Database を利用します．以下にその取得方法を示します． 

 

ここで紹介するデータは，GWSP（全球水システムプロジェクト）の成果物として「世界の

貯水池と団のデータベース（GranD）」のサイトページ：https://www.globaldamwatch.org/grand/ 

（図 A-16）からダウンロードできます． 

 

 

図 A-16 

 

ページ文中の「directory」のリンクをクリックすると，データのダウンロードページに移行

します（図 A-17）．これまでは GDWD 表の 5 行目にある GRanD v1.1（2011 年度版）を紹介

していましたが，2019 年にデータ更新したファイルがダウンロード可能になりましたので，

今後は表の 5 行目にある GRanD v1.3．（2019 年度版）の方の利用をお勧めします． 

 

 

https://www.globaldamwatch.org/grand/
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図 A-17 

 

 

ダウンロードしたファイルにはシェープファイルが含まれており，QGIS でマップにインポ

ートすると，下記のようにダムと貯水池がポリゴン表示されます（図 A-18）． 

 

 

図 A-18 
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Appendix B 利根川への利用                    

利根川への利用 

 この章では，当マニュアルの手順を利根川流域に適用して主題図を作成します.当マニュアル本

編での実行例と利根川ケースとの差異のみを示し，細かい作業についての記述は省きます. 

 

 

B.1 手順の概要 

QGIS を用いた当マニュアルの手順を，利根川へ適用した手順の概要を以下に示します. 

1. 4 章の実施 

2. 5 章の実施 

3. 6 章の実施 

4. 7 章の実施 

5. 8 章の実施 

 

 

B.2 当マニュアル本編の実行例と付録 B での差異 

1. 4～8章共通 

対象流域 

・実行例：チャオプラヤ川流域周辺（経度：97~102, 緯度：13~20）を対象 

・利根川：利根川流域周辺（経度：138~142, 緯度：34~38）を対象 

 

2. 5章について 

海陸ラスタ 

・実行例：タイ・ミャンマー・ラオスのレベル 0（国境）の行政界データ 

・利根川：日本関東圏のレベル 1（県境界）の行政界データ 

 

3. 6章について 

標高データ 

・実行例：空間解像度 15秒の標高データを取得し，5分の解像度に補完して使用 

・利根川：空間解像度 3秒の標高データを取得し，3秒の解像度のまま使用 

 

4. 7章について 

投影座標系 
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・実行例：EPSG:23947–Indian 1954/UTM zone 47N 

・利根川：EPSG:6691 – JGD2011/UTM zone 54N 

河川最小勾配21 

・実行例：0.00002（チャオプラヤ河下流域，1:50000） 

・利根川：0.0001（利根川下流域，1:9000） 

排水流域を求める時に指定するストラー数の閾値（図 7-16） 

・実行例：4 

・利根川：8 

流域界ラスタ作成時 Upslope areaツールで指定する Target座標（図 7-26） 

・実行例：X座標（679207），Y座標（1506734） 

・利根川：X座標（486127.60），Y座標（3955264.53） 

 

5. 8章について 

本編では HydroSHEDS の流域界ポリゴンファイル，および河川ポリラインファイルをダ

ウンロードして主題図を作成する手順を説明していますが，利根川ケースでは 7章まで

の手順で流域界ラスタと流路ポリラインを作成するので，本節ではデータ取得以降のレ

イアウト作成手順における差異のみを示します． 

 

① 主河道ポリラインのシンボロジ 

・実行例：表示河川の基準を河川ポリゴンの UP_CELLS 値で調整（図 8-18） 

・利根川：7 章で作成した流路ポリゴン（Channels）の ORDER_CELL 値の範囲で調整 

 

 
21 国土交通省資料より抜粋：https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/shaseishin/kasenbunkakai/shouiinkai/r-

jigyouhyouka/dai02kai/dai02kai_siryou7.pdf 
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図 B-1 利根川流路ポリラインのシンボロジ 

 

② 位置情報ファイルの作成 

・実行例：表８ 

・利根川：表 B-1，表 B-2 

 

表 B-1 河川流量観測点の位置情報 

LON LAT No NAME 

139.1972222 36.2633333 1 yattazima 

139.7025 36.1438889 2 kurihashi 

139.8913889 35.9825 3 mehukibashi 

140.0566667 35.8908333 4 toride 

140.1283333 35.8702778 5 oshituke 

140.1394444 35.8525 6 hukawa 

140.2358333 35.8519444 7 suga 

140.4955556 35.9105556 8 yokotone 

140.7219444 35.8222222 9 ootashinden 

※データは国土交通省より参照 

  

https://www.river.go.jp/kawabou/pc/tm?ofcCd=21259&itmkndCd=4&obsCd=33&fld=0&zm=12&clat=36.2633333&clon=139.1972222&mapType=0&viewGrpStg=0&viewRd=1&viewRW=1&viewRiver=1&viewPoint=1
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表 B-1 ダムの位置情報 

LON LAT No NAME 

139.0541667 36.9111111 1 yagisawa 

139.0866667 36.8825 2 naramata 

139.0372222 36.8041667 3 huziwara 

138.8927778 36.7125 4 aimata 

139.1752778 36.6391667 5 sonohara 

138.7141667 36.5569444 6 yanba 

139.0227778 36.1277778 7 simokubo 

139.3738889 36.5422222 8 kusaki 

139.6805556 36.1986111 9 wataraseyusuiti 

 

 

6. 結果 

① 流域界 

高解像度の DEMを使用したためか，境界線がガタガタしています. 

 

図 B-2 流域界ラスタ 

 

② 主河道 
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図 B-3 主河道 

 

③ 主題図 

 

図 B-4 主題図 

 

7. 別の水解析ツールの紹介 

今回流向・流域界ラスタや流路ポリラインを求めるのに使用したツールは SAGA と呼ば

れるツールですが，最近 QGISのプラグインとして人気の出てきた「ArcGeek」ツールを

使用して，同じ標高データで流域界や流路を作成いたしましたのでご紹介いたします． 
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図 B-5 ArcGeekツール結果による主題図 
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